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SU MM AR Y OF  EX EC UT IO N AN D RE SU LT S

エアロジェル RI CH検出器のテスト実験を 20 04年 3月 2日 9: 00より 3月 17日 9: 00まで実施

し、約 19シフトのデータを収集した。

RI CHの光検出器としては、フラットパネル PM Tを用いて以下のテストを行った。

(1 )  輻射体として、新しく製作した屈折率 1 . 05程度のエアロゲルと今までのエアロ

ゲルの比較。

(2)  屈折率の異なるエアロゲルを多層化することによる光量、分解能の比較。

(3)  実機デザインのための輻射体の境界領域の性能試験など

いずれも、きれいなチェレンコフイメージが検出された。特に、 (2 )については分

解能を劣化させずに大きな光量を得ることが確認でき、今後のこの検出器の新たな

可能性について示すものと考えられる。現在、詳細な解析が進行中である。

EX EC UT ED  MA CH IN E TI ME ,  BE AM  CO ND IT IO N,  DO WN  TI ME  e t c .

当初の実験期間は 20 04年 3月 2日 9: 00より 3月 11日 9: 00までであったが、途中、 E3 91の

マグネットの故障で、 3月 5日 9: 00から 12日 17 :0 0まで加速器運転が止まり、実験遂行

に関して、大きな問題となった。他のグループとの調整の後、19シフト可能となった。

CO MM EN TS

上記のような故障については予測できないが、共同実験者の中にはこのために海外か

らきている人もいるので、メンテナンスなど更なる努力をお願いしたい。


